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第１章 調査の概要 
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１．調査の概要 
 

（１）調査の目的 

子育て家庭の実態と子育て支援ニーズ等を把握することによって、今後の子ども・子育て支

援施策の充実に活かすとともに、｢第３期子ども・子育て支援事業計画」策定の基礎資料とする

ため。 

 

（２）調査の対象 

町内在住の未就学児童の保護者・小学生の保護者及び妊娠中の方。 

 

（３）調査の方法 

郵送による配付・回収（回答者の選択により、Web フォームを通じた回答）。 

 

（４）回収結果及び調査の期間 

配布数 回収数 回収率 

93 件 41 件 44.1％ 

 

（５）報告書の見方 

⚫ 回答割合は、各質問の回答者数（計）を基数とした百分率（％）で示している。小数点以下第

２位を四捨五入しているため、比率の合計が 100.0％にならない場合があります。 

⚫ 複数回答を可とした質問では、回答比率の合計が 100.0％を超えます。 

⚫ 回答があっても、小数点第２位を四捨五入して 0.1％に満たない場合は、グラフには｢0.0」と

表記しています。 

⚫ 一部の調査結果においては、設問や回答選択肢を簡略化して表記している場合があります。 
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第２章 教育・保育ニーズ調査結果 
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１．回答者の属性 

【回答者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子どもの属性】 

 

 

  68.3 

65.9 

4.9 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80%

未就学児

小学生

妊娠中

無回答

計：41人

母親

75.6%

父親

24.4%

祖父母

0.0%

その他

0.0% 無回答

0.0%

計：41人計：41人

笛吹

63.4%

柳

4.9%

浜津

4.9%

前方

12.2%

中村

9.8%

斑

2.4%

大島

0.0%

無回答

2.4%

計：41人
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末子の年齢
全体

(計:41人)

０歳 14.6%

１歳 9.8%

２歳 14.6%

３歳 4.9%

４歳 7.3%

５歳 9.8%

６歳 9.8%

７歳 7.3%

８歳 0.0%

９歳 4.9%

10歳 7.3%

11歳 4.9%

12歳 2.4%

無回答 2.4%

 

２．就労状況について 
 

問 1 お子さんは何人いますか。また、末子のお子さんの年齢は何歳ですか。妊婦が居る家庭は、

妊娠中のお子さんを含めた人数をご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●お子さんの人数をうかがったところ、「2 人」（34.1％）と回答した人が最も多く、次いで、「3 人」

（31.7%）と続いています。また、末子の年齢をみると、「０歳」「２歳」が 14.6%、「１歳」「５

歳」「６歳」が 9.8%と続きます。 

 

問 2 この調査票にご回答いただく方はどなたですか。 

お子さんからみた関係でお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●調査票の回答者をうかがったところ、「母親」が 75.6%、「父親」が 24.4%となっています。  

1人

26.8%

2人

34.1%

3人

31.7%

4人以上

7.3%

無回答

0.0%

計：41人計：41人

母親

75.6%

父親

24.4%

祖父母

0.0%

その他

0.0% 無回答

0.0%

計：41人計：41人
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問 3 お子さんの保護者の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかがいます。 

（１）母親 

 
 

（２）父親 

 
 

●保護者の就労状況をうかがったところ、母親、父親ともに「フルタイム（１週５日程度・１日８

時間程度の就労）で就労している」と回答した人の割合が最も高くなっています（母親：56.0％、

父親：92.7％）。 

 

  

フルタイム（１週

５日程度・１日８

時間程度の就労）

で就労している

56.0%

パート・アルバ

イト等で就労し

ている

22.0%

以前は就労して

いたが、現在は

就労していない

22.0%

これまで就労し

たことがない

0.0%

無回答

0.0%

計：41人

フルタイム（１週５日程度・

１日８時間程度の就労）で就

労している

92.7%

パート・アルバイト

等で就労している

0.0%

以前は就労していたが、

現在は就労していない

0.0%

これまで就労し

たことがない

0.0%

無回答

7.3%

計：41人
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1日当たり

時間

母親

(計:32人)

父親

(計:38人)

1時間以下 0.0% 0.0%

2時間 0.0% 0.0%

3時間 3.1% 0.0%

4時間 6.3% 0.0%

5時間 3.1% 0.0%

6時間 12.5% 0.0%

7時間 9.4% 5.3%

8時間 53.1% 44.7%

9時間 3.1% 13.2%

10時間 6.3% 21.1%

11時間 0.0% 0.0%

12時間以上 3.1% 13.2%

無回答 0.0% 2.6%

家を出る

時間

母親

(計:32人)

父親

(計:38人)

6時より前 3.1% 5.3%

6時台 0.0% 10.5%

7時台 25.0% 28.9%

8時台 40.6% 50.0%

9時台 12.5% 0.0%

10時以降 9.4% 0.0%

無回答 9.4% 5.3%

帰宅時間
母親

(計:32人)

父親

(計:38人)

12時より前 6.3% 7.9%

12時台 3.1% 0.0%

13時台 0.0% 0.0%

14時台 0.0% 0.0%

15時台 3.1% 0.0%

16時台 3.1% 2.6%

17時台 18.8% 10.5%

18時台 50.0% 36.8%

19時台 6.3% 28.9%

20時以降 0.0% 5.3%

無回答 9.4% 7.9%

1週間当たり

日数

母親

(計:32人)

父親

(計:38人)

1日 0.0% 0.0%

2日 3.1% 2.6%

3日 9.4% 2.6%

4日 6.3% 2.6%

5日 59.4% 57.9%

6日 21.9% 26.3%

7日 0.0% 5.3%

無回答 0.0% 2.6%

問 4 問 3 で「１．」または「２．」（就労している）を選んだ方にうかがいます。 

１週間当たりの「就労日数」と、１日当たりの「就労時間（残業時間含む）」をお答えくだ

さい。 

【１週間当たりの就労日数】 【１日当たりの就労時間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●保護者の就労日数をみると、母親、父親ともに「５日」（母親：59.4％、父親：57.9％）、また、

就労時間では、母親、父親ともに「８時間」（母親：53.1％、父親：44.7％）と回答した割合が最

も高くなっています。 

 

問 4-1 問 3 で「１．」または「２．」（就労している）を選んだ方にうかがいます。 

家を出る時間と帰宅時間を数字でお答えください。 

 【家を出る時間】 【帰宅時間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●保護者の家を出る時間をみると、母親、父親ともに「８時台」（母親：40.6％、父親：50.0％）、

また、帰宅時間では、母親、父親ともに「18 時台」（母親：50.0％、父親：36.8％）と回答した割

合が最も高くなっています。  
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３．育児休暇の取得について  
 

問 5 お子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得した事があります

か。 

 

【母親】 

 
 

【父親】 

 
 

●お子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得した事がありますかとた

ずねたところ、母親では「取得した（取得中）」と回答した人の割合は、56.1％となっています。

一方で、父親では「取得した（取得中）」と回答した人の割合は 4.9％となっています。 

  

取得した

（取得中）

56.1%

取得していない

17.1%

働いていなかった

24.4%

無回答

2.4%

計：41人

取得した

（取得中）

4.9%

取得していない

87.8%

働いていなかった

0.0%

無回答

7.3%

計：41人
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問５-１ 問５の（１）（２）で「２．取得していない」を選んだ方にうかがいます。育児休暇を

取得しなかった理由をすべて選んでご記入ください。 

 

【母親】 

 
 

●育児休暇を取得しなかった母親に理由をたずねたところ、「仕事が忙しかった」と回答した人が

最も多く、57.1％となっています。次いで、「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」「最

初から制度を利用することを考えていなかった」（28.6％）と続いています。 

 

  

57.1 

28.6 

28.6 

14.3 

14.3 

14.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

14.3 

0.0 

0% 20% 40% 60%

仕事が忙しかった

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

最初から制度を利用することを考えていなかった

収入減となり、経済的に苦しくなる

配偶者が無職など、制度を利用する必要がなかった

育児休業の制度がなかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

保育所などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

その他

無回答

計：７人
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【父親】 

 
 

●育児休暇を取得しなかった父親に理由をたずねたところ、「仕事が忙しかった」と回答した人が

最も多く、50.0％となっています。次いで、「最初から制度を利用することを考えていなかった」

（33.3％）、「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」（30.6％）と続いています。 

 

  

50.0 

33.3 

30.6 

25.0 

22.2 

11.1 

8.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.8 

2.8 

0% 20% 40% 60%

仕事が忙しかった

最初から制度を利用することを考えていなかった

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

配偶者が育児休業制度を利用した

収入減となり、経済的に苦しくなる

育児休業の制度がなかった

配偶者が無職など、制度を利用する必要がなかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

保育所などに預けることができた

その他

無回答

計：36人
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育休取得期間
母親

(計:23人)

父親

(計:2人)

6か月未満 17.4 100.0

6か月～1歳未満 34.8 0.0

1歳～1歳半未満 17.4 0.0

1歳半～2歳未満 8.7 0.0

2歳～3歳未満 0.0 0.0

3歳以上 4.3 0.0

無回答 17.4 0.0

満足した

54.2%

満足して

いない

33.3%

無回答

12.5%

計：24人

問５-２ 問５で（１）で母親が「１．取得した（取得中）」と回答した方にうかがいます。 

育児休業取得後、職場に復帰しましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●育児休業を取得した母親に、育児休業取得後に職場復帰をしたかとたずねたところ、74.0％が「育

児休業取得後、職場に復帰した」と回答しています。 

 

 

問５-３ 問５の（１）（２）で「１．取得した(取得中)」と回答した方にうかがいます。 

育児休業を取得した期間に満足されましたか。満足のいく育児休業期間を取得できな

かった方はその理由をすべて選んでご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●育児休業を取得した父母に、取得した期間に満足しているかとたずねたところ、「満足した」と回

答した人の割合は、54.2％となっています。また、取得期間をみると、母親は「6 か月～1 歳未

満」（34.8％）と回答した人が多く、父親は「6 か月未満」（100.0％）と回答しています。  

育児休業取得後、

職場に復帰した

74.0%

現在も育児休業

中である

13.0%

育児休業中に離

職した

13.0%

無回答

0.0%

計：23人
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17.4 

13.0 

4.3 

4.3 

4.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

13.0 

56.5 

0% 20% 40% 60%

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所などに預けることができた

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職など、制度を利用する必要がなかった

最初から制度を利用することを考えていなかった

育児休業の制度がなかった

その他

無回答

計：23人

 

【母親 満足のいく育児休業期間を取得できなかった理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●満足のいく育児休業期間を取得できなかったと回答した母親に、その理由をたずねたところ、「職

場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」と回答した人が最も多く、17.4％となっています。

次いで、「仕事が忙しかった」が続いています。 

 

 

 

  



13 

50.0 

50.0 

50.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

50.0 

0.0 

0% 20% 40% 60%

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

収入減となり、経済的に苦しくなる

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

保育所などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職など、制度を利用する必要がなかった

最初から制度を利用することを考えていなかった

育児休業の制度がなかった

その他

無回答

計：2人

 

【父親 満足のいく育児休業期間を取得できなかった理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●満足のいく育児休業期間を取得できなかったと回答した父親に、その理由をたずねたところ、「職

場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」、「仕事が忙しかった」、「収入減となり、経済的に苦

しくなる」と回答しています。 
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問６ 育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度についてご意見・ご要望を自由にご

記入ください。 

 

【自由回答】 

◆ 仕事の係も２人以上の配置が必要と思う。 

◆ 短時間勤務をやりたくてもできなかったので、朝早くから遅くまで子どもを預けることにな

り、子どもが小さい時は大変だった。 

◆ 父親側の育休は取りにくい雰囲気が今も強いと感じる。 

◆ 休業から復帰する際、保育園に空きがないと困ると考えて、早い時期に復帰しようと考えたこ

ともあるが、子どもが小さいため心配。 

◆ 制度を利用できる環境（職場の人員補填等）が整っていれば、父親も取得したい希望はある

が、現実問題、業務が回らないのではと懸念がある。 

◆ 人材不足のため取れる雰囲気ではなかった。 

◆ 小値賀町役場の職員が、育児休暇を申請したが上司から断られたという話を聞いたことがあ

る。しかし、それ以前に別の役場職員が育休を取得している人がいた。所属課や上司によっ

て、取得出来る・出来ないが違うのは全くおかしな話だと思った。まずは、役場から積極的に

取得して欲しいと思う。 

◆ 父親も育休を取りやすい風土が必要。父親が育休を取ったら取ったで「あの人は取れていい

ね」と言われる雰囲気が島内にあると感じる。そういう意味で小値賀は遅れていると感じる。

「子どもは島の宝」と言っているわりには、子どもを育てやすい環境（育休を取りやすい環

境）が整っているのか疑問がある。 

◆ フルタイムであると仕事と家庭の両立は大変で、時間と気持ちの余裕がない為、子育てを楽し

む事が難しい場合が多かった。復帰後、時短勤務を取りやすい環境が必要。 

◆ 人材確保が十分にできる職場でないと現実的には難しいと思います。 

◆ 自営業のため、収入の観点から夫婦共に育児休業を取得することができない。自営業の者も取

得できるような補助金があるとありがたい。 

◆ 自分が初めての制度利用で周り全てがあやふやなまますすむしかない感じが不安ではありまし

た。 

◆ 夫に数日でもいいので育休を取り、育児にしっかり関わってもらいたいが、実際は職場の人数

が不足しているため難しい現実がある。 
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４．子どもの遊び場について  
 

問７ 児童公園について、利用していますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●児童公園について、利用していますかとたずねたところ、「よく利用する」「たまに利用する」と

回答した人の割合は、80.5％となっています。一方で、「利用しない」と回答した人の割合は 19.5％

となっています。 

 

問７-１ 問７で「１．よく利用する」または「２．たまに利用する」と答えた方にうかがいま

す。利用している児童公園をすべて選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●児童公園を利用する人に利用している児童公園をたずねたところ、「西町公園」と回答した人の

割合が最も高く、87.9％となっています。次いで、「浦町公園」（30.3％）、「柳公園」（27.3％）と

続いています。  

よく利用する

24.4%

たまに利用する

56.1%

利用しない

19.5%

無回答

0.0%

計：41人

87.9 

30.3 

27.3 

3.0 

12.1 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

西町公園

浦町公園

柳公園

斑公園

その他

無回答

計：33人
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問８ 海水浴場（夏の海水浴）について、利用していますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●海水浴場について、利用していますかとたずねたところ、「利用している」と回答した人の割合

は、85.4％となっています。一方で、「利用していない」と回答した人の割合は 14.6％となってい

ます。 

 

問８-１ 問８で「１．利用している」と答えた方におうかがいします。利用している海水浴場

をすべて選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●海水浴場を利用する人に利用している海水浴場をたずねたところ、「柿の浜海水浴場」と回答し

た人の割合が最も高く、100.0％となっています。次いで、「白浜海水浴場」（42.9％）、「船瀬海水

浴場」（17.1％）と続いています。  

利用している

85.4%

利用していない

14.6%

無回答

0.0%

計：41人

100.0 

42.9 

17.1 

5.7 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

柿の浜海水浴場

白浜海水浴場

船瀬海水浴場

斑海水浴場

その他

無回答

計：35人
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65.9 

9.8 

7.3 

7.3 

7.3 

4.9 

29.3 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前浜公園

番岳園地

愛宕園地

斑園地

赤浜公園

黒島園地

全く利用しない

無回答

計：41人

 

問９ 児童公園以外の園地（公園）についてお聞かせください。特に利用頻度が高い園地があり

ましたら、当てはまるものをすべて選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●児童公園以外の園地（公園）についての利用頻度をたずねたところ、「前浜公園」と回答した人の

割合が最も高く、65.9％となっています。次いで、「番岳園地」（9.8％）、「愛宕園地」「斑園地」

「赤浜公園」（7.3％）と続いています。 

 

問 10 今後児童公園以外に雨の日などでも遊べる室内遊具を設置予定にしています。児童公園

以外に雨の日に遊べる室内遊具の設置は必要ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●児童公園以外に雨の日に遊べる室内遊具の設置は必要ですかとたずねたところ、「必要」と回答

した人の割合は、92.7％となっています。一方で、「必要ない」と回答した人の割合は 7.3％とな

っています。  

必要

92.7%

必要ない

7.3%

無回答

0.0%

計：41人



18 

1週間当たり

日数

全体

(計:38人)

1日 50.0

2日 23.7

3日 15.8

4日 5.3

5日 2.6

6日 0.0

7日 2.6

無回答 0.0

 

問 10-１ 問 10 で「1.必要」と答えた方におうかがいします。室内遊具が設置されれば、週に

何日利用したいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●児童公園以外に雨の日に遊べる室内遊具の設置は必要と回答した方に、週に何日利用したいかと

たずねたところ、「１日」と回答した人の割合が最も高く、50.0％となっています。次いで、「２

日」（23.7％）、「３日」（15.8％）と続いています。 

 
 

問 10-２ 問 10 で「1.必要」と答えた方におうかがいします。室内遊具はどのような遊具があ

るといいと思いますか。 

 

【自由回答】 

◆ アスレチック 

◆ 家に無いような大型遊具。冷暖房完備。 

◆ 体を使って遊べる遊具。 

◆ トランポリン、アスレチック系 

◆ トランポリン。ボールがいっぱい入ったサークルみたいなもの。 

◆ トランポリン、すべり台、バルーントイ。 

◆ ボールプール、ボルダリング、トランポリン。 

◆ アスレチックの様に体をたくさん使う道具（親子でできる、難易度あり）。大きなボールプー

ル。学生向け、幼児向けとスペースを分けてほしい。大人も乗れるトランポリン。ボルダリン

グ。 

◆ アスレチックのようなもの。 

◆ すべり台、ジャングルジム、ボールプール、トランポリン。ままごとができるような大きなキ

ッチン、調理道具、小さな机やイスなど。 

◆ トランポリン 

◆ トランポリン他。 

◆ 安全なボルタリングやブロック、パズルなど。ボールプール。ボーネルンドのような所を参考

にしてみてはどうでしょうか。 

◆ ボルダリング、アスレチック（ロープなどが使われているもの、小中高生、大人も楽しめるもの） 



19 

利用すると

思う

50.0%

利用しないと

思う

16.7%

無回答

33.3%

計：12人

◆ ボルダリングみたいな、少し難しいけど体を動かせるもの。 

◆ すべり台 

◆ アスレチック系トランポリンボルダリングジャングルジム 

◆ 室内用のジャングルジム、トランポリン、滑り台 

◆ 各年齢に応じた遊具が 1 つずつあれば良いと思う。 

◆ ボールプール 

◆ ステップなど、運動系遊具 

◆ 大きな遊具でなくても、コーナー遊びのようなものが準備できる場所であればいい。 

◆ ボルダリングウォール 

◆ ボルダリング 

◆ ボールプール 

◆ 身体を動かして遊べるアスレチックのような大型遊具 

◆ 「こどもひろばどれみフォレオ博多店」という福岡の複合施設にある有料の遊び場がありま

す。そこは、2.3 才までの小さい子が利用出来るスペースとそれ以上の子が利用するスペースが

わけられています。そこにある遊具を縮小版で社協の一階の和室くらいの規模で設置できた

ら、とても現実的で素敵だと思います。町民ホール建て替えの時に作るか、総合体育館の会議

室か倉庫になっているキッズスペースに作るか、ジムの部屋をキッズスペースといれかえて作

るか、楽しみにしています。 

◆ トランポリン、走り回れる広いスペース、滑り台、ブロック類、ままごと、三輪車、子どもが

乗り進めるような車のおもちゃ 

◆ ブランコ、シーソー、トランポリン 

◆ 楽しみながら体力や運動能力が身につくもの 

 

 

問 11 問９で「7．全く利用しない」と答えた方におうかがいします。大型遊具が設置されるこ

とになれば、児童公園以外の園地（公園）を利用すると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●児童公園以外の園地（公園）を全く利用しないと回答した方に、大型遊具が設置されることにな

れば、児童公園以外の園地（公園）を利用すると思いますかとたずねたところ、「利用すると思う」

と回答した人の割合は、50.0％となっています。  
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問 12 児童公園に遊具以外に設置してほしいものはありますか。ご自由にご記入ください。 

 

【自由回答】 

◆ ベンチ、テーブル、トイレ 

◆ 日陰 

◆ 日除け付きのベンチ 

◆ ベンチ 

◆ テーブル、ベンチ 

◆ ベンチ、日陰、トイレ、水道（足、手洗い用）。 

◆ ゴミ箱、西町公園で遊ぶ小中学生がお菓子のゴミをポイ捨てしていくことが気になります。ト

イレ。 

◆ 日除け、雨除けになるもの（東屋のようなもの）。水遊びできるもの。 

◆ ベンチ、テーブル、水道、トイレ。 

◆ ランチができるベンチとテーブルのセットがほしい（屋根付きだとありがたい）。 

◆ トイレ、東屋 

◆ 日陰になるようなところ。西町公園にあるものでもう少し広いといいと思う。 

◆ 手洗い場足洗場 

◆ トイレ 

◆ べんち、テーブル 

◆ 日陰ができるもの 

◆ テント 

◆ トイレ、東屋 

◆ 手洗い場 

◆ テーブル、ベンチ、あずまや 

◆ ベンチとテーブル 

◆ ベンチ、テーブル、屋根つきの休憩場所（夏場など日差しが強いとき） 

◆ 日陰を作れるもの出来れば、飲める水道猫のウンチ用ゴミ箱、スコップ、コンポストとか？ 

◆ 日陰ができるような屋根つきのテーブルやベンチコーナー 

◆ 水道、ベンチ、テーブル 
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問 13 児童公園・海水浴場についてのご意見・ご要望をご自由にご記入ください。 

 

【自由回答】 

◆ 管理不充分。船瀬のプールもったいない。開放されるので仕方ないが前浜の動物の糞がかなり

不衛生です。 

◆ 草がボーボーなところがあるので草刈りをしてほしい。 

◆ 公園と園地が一緒になっていると助かる。前浜公園の中に少し遊具がある等、小学校グランド

のようなイメージ。走り回りたい子、遊具で遊びたい子を同じ場所で遊ばせられるように。 

◆ 影が少ない。 

◆ 海水浴場のシャワーで温水を使えるようにしてほしい。子どもも大人も安心して遊べる公園が

西町しかないように思う。雑草、古い遊具、遊具の少なさなど気になります。 

◆ 海水浴場は小さい子どもも遊べるスペース、浮島などあると良いと思う。 

◆ 公園に水道があれば手を洗うことができるので嬉しい。また道路を挟んで向かい側にトイレが

ありますが、子どもだけで車道を横断するのは見ていて不安になりますし、兄弟がいる場合、

一人のトイレに全員でついていくのも負担だと感じます。 

◆ 草が生茂っていて利用できない公園も見受けるので整備してほしい。 

◆ 何もない。今のままがいい。遊び方が限定される、決まった遊びしかできないものは、子ども

達は簡単に楽しむことができるが、試したり工夫したりする力は育たない。大人が決めたルー

ルに従って遊べる子だけのものになりかねない。 

◆ 赤浜公園の遊具、なくしてから新しいのが設置されるかと思えばされてません。図書館裏にあ

った遊具も、撤去されたままです。特に赤浜公園の遊具は小学生以上には人気でした。撤去す

るなら新しく買い替えて欲しい。船瀬はもったいないですよね。設備整えて監視員までおいて

るのにほぼ誰も来てない。すぐ横に汚水が流れ出てるからなのか、もったいないお金の使い方

するのが、すごく目につきます。 

◆ 自分の子どもは自分で見てほしい。マナーを守っての利用を呼びかけて欲しい。 

◆ テントが欲しい。 

◆ 子どもの数も役場の職員も地域力も減っているので、管理上の統合が必要だと思う。 

◆ 赤浜、前浜に遊具やアスレチックなどあると嬉しいです 

◆ 海水浴場に屋根付きの休憩所をもっと設置してほしい 

◆ 各海水浴場にボランティアでゴミ拾いをしたら、集めたゴミをどうしたら良いか、イラストつ

きで掲示してあると、観光客も島の人も個人単位で少しずつ拾って帰ってくれるかもと思った 
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63.4 

61.0 

51.2 

41.5 

22.0 

2.4 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもが犯罪や事故に遭わないよう、

見守ってほしい

危険な遊びやいじめを見たら注意してほしい

子どもに遊びやスポーツ、地域の伝統文化などを

教えてほしい

緊急時などに子どもを一時的に預かってほしい

子育てに関する悩みを聞いたり、相談相手に

なったりしてほしい

その他

無回答

計：41人

 

５．子育てについて 
 

問 14 子育て支援として、身近な地域の人にどのようなことを期待しますか。当てはまるもの

をすべて選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●子育て支援として、身近な地域の人にどのようなことを期待しますかとたずねたところ、「子ど

もが犯罪や事故に遭わないよう、見守ってほしい」と回答した人が最も多く、63.4％となってい

ます。次いで、「危険な遊びやいじめを見たら注意してほしい」（61.0％）、「子どもに遊びやスポ

ーツ、地域の伝統文化などを教えてほしい」（51.2％）と続いています。 
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問 15 子どもを健やかに生み育てるために、町にどのようなことを期待しますか。当てはまる

ものをすべて選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●子どもを健やかに生み育てるために、町にどのようなことを期待しますかとたずねたところ、「妊

娠から出産におよぶ母子保健サービスや小児救急医療体制の充実」と回答した人の割合が最も高

く、63.4％となっています。次いで、「地域で子どもたちが遊んだり、スポーツしたりする場や機

会の充実」（56.1％）、「一時預かり、延長保育など子育ての負担を減らす保育サービスの実施」

（48.8％）と続いています。  

63.4 

56.1 

48.8 

43.9 

39.0 

34.1 

29.3 

26.8 

26.8 

24.4 

22.0 

22.0 

19.5 

19.5 

19.5 

19.5 

17.1 

7.3 

0.0 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80%

妊娠から出産におよぶ母子保健サービスや

小児救急医療体制の充実

地域で子どもたちが遊んだり、スポーツしたりする場や

機会の充実

一時預かり、延長保育など子育ての負担を減らす

保育サービスの実施

子どもの「生きる力」を育むための教育の推進

保育サービスの費用負担軽減や児童手当など、

子育てのための経済的支援の充実

仕事と子育ての両立に配慮した職場環境整備についての

企業への普及・啓発

障害児向けの施設やサービスの充実

子育てに関する相談・情報システムや保護者同士が

交流できる場の充実

子どもを事故や犯罪の被害から守るための対策の推進

ひとり親家庭など多様な家庭のあり方に応じた

子育て支援の充実

学童期の子どもの放課後対策の推進

児童館・児童厚生施設の設置

非行防止などの青少年健全育成対策の推進

公営住宅への入居をしやすくするための条件整備

道路や施設などのバリアフリー化の推進

一人親世帯への経済的な支援

子育てボランティアなど地域で子育てを支える活動の実施

その他

特にない

無回答

計：41人
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６．悩みや不安、相談先について 
 

問 16 子育てに関して、日頃悩んでいることはありますか。当てはまるものをすべて選んでく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●子育てに関して、日頃悩んでいることはありますかとたずねたところ、「子どもとの時間を十分

とれないこと」と回答した人が最も多く、29.3％となっています。次いで、「病気や発育・発達に

関すること」「子どもの教育に関すること」（26.8％）、「友達づきあい（いじめ等を含む）に関す

ること」（24.4％）と続いています。  

29.3 

26.8 

26.8 

24.4 

22.0 

22.0 

17.1 

12.2 

9.8 

9.8 

9.8 

7.3 

4.9 

4.9 

2.4 

0.0 

0.0 

2.4 

14.6 

2.4 

0% 10% 20% 30% 40%

子どもとの時間を十分とれないこと

病気や発育・発達に関すること

子どもの教育に関すること

友達づきあい（いじめ等を含む）に関すること

仕事や自分のやりたいことが十分できないこと

子どもをしかり過ぎているような気がすること

食事や栄養に関すること

配偶者と子育てに関して意見があわないこと

子どもとの接し方に自信がもてないこと

自分の子育てについて、親族・近隣・職場など

周りの見る目が気になること

地域の子育て情報や支援サービスの内容や利用・

申し込み方法がよくわからないこと

親として話し相手や相談相手がいないこと

子育てに関しての配偶者の協力が少ないこと

配偶者以外に子育てを手伝ってくれる人がいないこと

子どもに手を上げたり、世話をしなかったり

してしまうことがあること

育児の方法がよくわからないこと

登校拒否などの問題について

その他

特にない

無回答

計：41人
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問 17 子育てをする上で、特に不安に思っていることや、困っていることはどのようなことで

すか。当てはまるものをすべて選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●子育てをする上で、特に不安に思っていることや、困っていることはどのようなことですかとた

ずねたところ、「子育てで出費がかさむ（通院費等も含む）」と回答した人が最も多く、36.6％と

なっています。次いで、「自分の自由な時間が持てない」（29.3％）、「仕事が十分にできない」（17.1％）

と続いています。 

  

36.6 

29.3 

17.1 

14.6 

9.8 

4.9 

4.9 

0.0 

17.1 

14.6 

7.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

子育てで出費がかさむ（通院費等も含む）

自分の自由な時間が持てない

仕事が十分にできない

子育てによる身体の疲れが大きい

住居が狭い

夫婦で楽しむ時間がない

子どもが病気がちである

子育てが大変なことを身近な人が理解してくれない

その他

不安に思うことは特にない

無回答

計：41人
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問 18 お子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人や相談できる場所は

ありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●お子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人や相談できる場所はあります

かとたずねたところ、「ある」と回答した人の割合は、82.9％となっています。一方で、「ない」

と回答した人の割合は 17.1％となっています。 

 

  

ある

82.9%

ない

17.1%

無回答

0.0%

計：41人
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85.3 

73.5 

23.5 

14.7 

14.7 

8.8 

2.9 

2.9 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

親や家族

友人や知人

こども園の職員

子育て広場のスタッフ

かかりつけの医師

近所の人

健康管理センター

その他

無回答

計：34人

 

問 18-1 問 18 で「１．ある」を選んだ方にうかがいます。お子さんの子育て（教育を含む）に

関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。当てはまるものをすべて選んで

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●相談先があると回答した人にお子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、

誰（どこ）ですかとたずねたところ、「親や家族」と回答した人が最も多く、85.3％となっていま 

す。次いで、「友人や知人」（73.5％）、「こども園の職員」（23.5％）と続いています。 
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問 19 教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、ご自

由にご記入ください。 

 

【自由回答】 

◆ 栄養士さんが配置されると良いと思う。保育士さんももう少し集まると先生方も働きやすいと

思う。 

◆ こども園の入園年齢が０歳児からも可能になることを切望します。もしくは、一時預かりの利

用範囲を拡充してほしい。土日に仕事の親に対するサポートの充実。子どもがスポーツにふれ

あう機会が増えるといい。スポーツ以外にも芸術に触れて感性を養う取り組みや行事が多くな

ると良いと思う。子どもアトリエなどあるといいのでは？ 

◆ 少人数の良さがあまり感じられません。国や県の施策を実施しなければならない大変さもある

とは存じますが、もっと自由にしてあげてよいと感じます。離島で不便だからこそかなう教育

環境資源をより活かせたらと思います。お金のかかることだとは思いますが、医療費、給食費

の無償化は基本事項であり、０地点と思われた方が良いと思います。 

◆ こども園の職員、先生方の待遇改善をお願いします。ずっと言ってます。 

◆ 他地域の話を見聞きする限り、小値賀町の教育、保育環境に関しては、充実していると思いま

す。強いて言うなら、こども園の 0 歳児の受け入れが早く実現するといいなと思います。 

◆ ひとり親家庭ですが、所得額で手当受けられないのが、、、 

◆ こども園や小学校、学童やよりみち、山学校、教育委員会の皆さんには子どもを大切にしてく

ださって日頃から感謝しています。子どもに関わる方がのびのびと仕事ができるような町の整

備や、働いている方を守ってくれるシステムの整備を望んでいます。 

◆ 海以外の夏場の遊び場に困ったので、町営のプール設置を検討してもらえると嬉しいです。 
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21.4％ 53.6％ 21.4％

0.0％

3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

計：28人

かなり心がけた まあまあ心がけた あまり心がけなかった 全く心がけなかった 無回答

10kg以上

28.6%

７kg以上10kg未満

35.7%

７kg未満

32.1%

無回答

3.6%

計：28人

 

７．妊娠中の状況ついて 
 

■■■ 問 20～問 54 は妊婦・未就学のご家庭への質問です 

 

問 20 妊娠中体重は約何 kg 増えましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●妊娠中体重は約何 kg 増えましたかとたずねたところ、「７kg 以上 10kg 未満」と回答した人が最

も多く、35.7％となっています。次いで、「７kg 未満」（32.1％）、「10kg 以上」（28.6％）と続い

ています。 

 

 

問 21 妊娠中、バランスのとれた食生活を心がけましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●妊娠中、バランスのとれた食生活を心がけましたかとたずねたところ、「かなり心がけた」「まあ

まあ心がけた」と回答した人を合わせた割合は、75.0％となっています。 
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17.9％ 64.3％ 14.3％

0.0％

3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

計：28人

かなり心がけた まあまあ心がけた あまり心がけなかった 全く心がけなかった 無回答

0.0％0.0％0.0％

96.4％ 3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

計：28人

常に吸っていた 時々吸っていた ほとんど吸わなかった 全く吸わなかった（もともと吸っていない） 無回答

吸っていた

35.7%
吸って

いなかった

60.7%

無回答

3.6%

計：28人

喫煙者
全体

(計:10人)

父 10.0

夫 90.0

無回答 0.0

問 22 妊娠中、規則正しい生活を心がけましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●妊娠中、規則正しい生活を心がけましたかとたずねたところ、「かなり心がけた」「まあまあ心が

けた」と回答した人の割合は、82.2％となっています。 

 
 

問 23 妊娠中、タバコを吸っていましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●妊娠中、タバコを吸っていましたかとたずねたところ、96.4％が「全く吸わなかった（もともと

吸っていない）」と回答しています。 

 
 

問 24 妊娠中、家族でタバコを吸っている方がいましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

●妊娠中、家族でタバコを吸っている方がいるかとたずねたところ、35.7％が「吸っていた」と回

答し、喫煙者の状況をみると 90.0％が「夫」と回答しています。  
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かなりあった

14.3%

時々あった

57.1%

あまりなかった

21.4%

全然なかった

3.6%

無回答

3.6%

計：28人

問 25 妊娠中、無理をすることがありましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●妊娠中、無理をすることがありましたかとたずねたところ、「かなりあった」「時々あった」と回

答した人の割合は、71.4％となっています。一方で、「あまりなかった」「全然なかった」と回答

した人の割合は 25.0％となっています。 

 

 

問 25-１ 問 25 で「１．かなりあった」「２．時々あった」のどちらかに回答した方にうかがい

ます。何に対して無理をされましたか。当てはまるものをすべて選んでください。 

 

 
 

●妊娠中に無理をすることがあった人に、何に対して無理をされましたかとたずねたところ、「仕

事」と回答した人が最も多く、75.0％となっています。次いで、「育児」（55.0％）、「家事」（45.0％）

と続いています。  

75.0 

55.0 

45.0 

0.0 

5.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

仕事

育児

家事

介護

その他

無回答

計：20人
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問 27 妊娠中の妊婦が快適に過ごせるように、またその家族を支援するためにこういうものが

あったら良い（必要ではないか？）と思うものを、自由に記入してください。 

 

【自由回答】 

◆ 中食できるお店がもう少しあると良い。 

◆ マタニティヨガやセラピー、マッサージ等のサービス。またそういったものを本土に受けに行

く際の補助。 

◆ 自宅に食事（キットになっているものでも、完成したものでも）が届くサービス。買い物を代

わりに行ってくれるサービス。上の子の育児の手伝いをしてくれるサービス。 

◆ 食事の準備がしんどかったので弁当支給などのサービス（特に夕食）があったらありがたかっ

た。 

◆ 近い産婦人科。 

◆ 検診のたびに島外に行かなければならないので、月 1 でもいいので産婦人科外来があれば安心

です。いろんな支援、補助があるのは助かりますが、妊婦さんが安心して過ごすのに大切なこ

とはお金ではなく、心身的に支えてくれる制度だと思います。 

◆ 町内で妊婦健診ができず、町外に行かないといけなかった 

◆ 助産師さんが月 1 小値賀にきてくれて相談会 

◆ 助産師資格を持った人がいて欲しい（リモート対応ではなく）診療所でエコー診察をリモート

で行うなど、悪阻が落ち着くまでは島内で検診を受けれると助かる 

◆ 妊婦さんに、最近の得意不得意紹介カード、みたいな、匂いがつらいとか、お腹がすくとか、

むくんで痛いとか、姿勢が曲がってこるとか、何分に一回は休憩したいとか、風呂掃除はやり

にくいとか細かいことを伝えるきっかけにしてもらう両親学級をしてみるのはどうでしょう

か。また、それの職場版があれば、配慮して貰えること、無理なことなど話し合う機会になっ

て良いと思います。 

◆ 有料の食事配達システム 

 

問 28 現在実施されている、妊婦の為の制度（交通費、宿泊費の助成など）について、ご意見

があれば、自由に記入してください。 

 

【自由回答】 

◆ 付き添いの人の補助ももう少しあると良い。 

◆ 妊娠中の検診だけではなく、産後の検診にかかる交通費の助成についても検討してほしい。 

◆ 産後ケアの補助金があると嬉しかった。核家族で夫婦共移住だと気軽に預ける所がない。助産

師さんとのやりとりがあまりうまくいかなかった。母親学級などしてほしい。 

◆ まだよく知らない。 

◆ とても助かります。 

◆ 妊婦の場合には、船を降りてから病院まで行くのもハードルがあるため、タクシー費用も補助

対象にすべきと思う 

◆ ありがとうございます 
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75.0 

67.9 

42.9 

32.1 

25.0 

21.4 

17.9 

3.6 

10.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

産婦人科などの医療機関

インターネット

友人

母親など家族

保健師

妊婦相談（管理センター）

雑誌

近所の人

無回答

計：28人

よく見ていた

39.3%

たまに見ていた

50.0%

あまり見て

いなかった

7.1%

全く見ていなかった

0.0%

無回答

3.6%

計：28人

問 29 妊娠期の情報（制度や生活など）はどこから入手していましたか。当てはまるものをす

べて選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●妊娠期の情報（制度や生活など）はどこから入手していましたかとたずねたところ、「産婦人科な

どの医療機関」と回答した人が最も多く、75.0％となっています。次いで、「インターネット」

（67.9％）、「友人」（42.9％）と続いています。 

 

問 30 妊娠中に母子手帳を見たり記載したりしましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●妊娠中に母子手帳を見たり記載したりしましたかとたずねたところ、「たまに見ていた」「よく見

ていた」と回答した人の割合は、89.3％となっています。  
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たくさんある

14.3%

まぁまぁある

50.0%

あまりない

28.6%

ない

3.6%

無回答

3.6%

計：28人

たくさんある

3.6%

まぁまぁある

17.9%

あまりない

64.3%

ない

10.7%

無回答

3.5%

計：28人

 

８．育児や家事の状況ついて  
 

問 31 ゆっくりした気分でお子さんとすごす時間がありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ゆっくりした気分でお子さんとすごす時間がありますかとたずねたところ、「たくさんある」「ま

ぁまぁある」と回答した人の割合は、64.3％となっています。一方で、「あまりない」「ない」と

回答した人の割合は 32.2％となっています。 

 

 

問 32 自分のために使える時間がありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

●自分のために使える時間がありますかとたずねたところ、「たくさんある」「まぁまぁある」と回

答した人の割合は、21.5％となっています。一方で、「あまりない」「ない」と回答した人の割合

は 75.0％となっています。  
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よくある

7.1%

まぁまぁある

60.7%

あまりない

28.6%

ない

0.0%

無回答

3.6%

計：28人

よくある

14.3%

まぁまぁ

ある

28.6%
あまりない

42.9%

ない

10.7%

無回答

3.6%

計：28人

 

問 33 自分の育児に自信がもてないことがありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●自分の育児に自信がもてないことがありますかとたずねたところ、「よくある」「まぁまぁある」

と回答した人の割合は、67.8％となっています。一方で、「あまりない」「ない」と回答した人の

割合は 28.6％となっています。 

 

 

問 34 なにもやる気が起こらないことがありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●なにもやる気が起こらないことがありますかとたずねたところ、「よくある」「まぁまぁある」と

回答した人の割合は、42.9％となっています。一方で、「あまりない」「ない」と回答した人の割

合は 53.6％となっています。 
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かなり身につけている

7.1%

まあ身につけている

71.4%

あまり身につけ

ていない

14.3%

身につけていない

3.6%

無回答

3.6%

計：28人

よくある

7.1%

時々ある

17.9%

あまりない

35.7%

ない

28.6%

無回答

10.7%

計：28人

 

問 35 毎日子どもと一緒にいると、嬉しい楽しいこともあれば、時に疲れたり、嫌になったり、

なんで私だけと悲観的になったりすることもあると思います。そんな時、その気持ちを

少しでも解消する方法を何か自分なりに身につけていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●悲観的になったりすることがあった時に、その気持ちを少しでも解消する方法を何か自分なりに

身につけていますかとたずねたところ、「かなり身につけている」「まあ身につけている」と回答

した人の割合は、78.5％となっています。一方で、「あまり身につけていない」「身につけていな

い」と回答した人の割合は 17.9％となっています。 

 

 

問 36 子どもを無視したり、必要以上に強くたたいたり、感情的な言葉をぶつけたりすること

がありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●子どもを無視したり、必要以上に強くたたいたり、感情的な言葉をぶつけたりすることがありま

すかとたずねたところ、「よくある」「時々ある」と回答した人の割合は、25.0％となっています。

一方で、「あまりない」「ない」と回答した人の割合は 64.3％となっています。  
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よく遊ぶ

50.0%
時々遊ぶ

39.3%

あまり遊ばない

3.6%

遊ばない

3.6%

無回答

3.6%

計：28人

よくする

42.9%

まぁまぁある

46.4%

あまりしない

7.1%

しない

0.0%
無回答

3.6%

計：28人

 

問 37 回答者以外の家族は、育児や家事をしていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●回答者以外の家族は、育児や家事をしていますかとたずねたところ、「よくする」「まぁまぁする」

と回答した人の割合は、89.3％となっています。一方で、「あまりしない」「しない」と回答した

人の割合は 7.1％となっています。 

 

 

問 38 回答者以外の家族は、お子さんとよく遊びますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●回答者以外の家族は、お子さんとよく遊びますかとたずねたところ、「よく遊ぶ」「時々遊ぶ」と

回答した人の割合は、89.3％となっています。一方で、「あまり遊ばない」「遊ばない」と回答し

た人の割合は 7.2％となっています。 
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よく話す

39.3%

時々話す

42.9%

あまり話さない

10.7%

話さない

3.6%

無回答

3.6%

計：28人

 

問 39 回答者以外の家族と子育てのことで話しあいますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●回答者以外の家族と子育てのことで話しあいますかとたずねたところ、「よく話す」「時々話す」

と回答した人の割合は、82.2％となっています。一方で、「あまり話さない」「話さない」と回答

した人の割合は 14.3％となっています。 

 

 

問 40 育児のことに関わらず、あなたが悩んでいる時、気軽に相談できる人がいますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●育児のことに関わらず、あなたが悩んでいる時、気軽に相談できる人がいますかとたずねたとこ

ろ、「たくさんいる」「まぁまぁいる」と回答した人の割合は、71.4％となっています。一方で、

「あまりいない」「いない」と回答した人の割合は 25.0％となっています。 
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いつもかわ

している

60.8%

時々かわしている

32.1%

あまりかわしていない

0.0%

かわしていない

0.0%

無回答

7.1%

計：28人

75.0 

67.9 

39.3 

10.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あなたが、病気で寝込んだ時に、

子どもの身の回りの世話をしてくれる人がいる

家事をやってくれたり、手伝ってくれる人がいる

分からないことがあると、よく教えてくれる

人がいる

無回答

計：28人

 

問 41 以下にあげる項目であなたが該当するものをすべて選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●あなたに該当するものがありますかとたずねたところ、「あなたが、病気で寝込んだ時に、子ども

の身の回りの世話をしてくれる人がいる」と回答した人が最も多く、75.0％となっています。次

いで、「家事をやってくれたり、手伝ってくれる人がいる」（67.9％）と続いています。 

 

 

問 42 近所の人と挨拶をかわしていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●近所の人と挨拶をかわしていますかとたずねたところ、「いつもかわしている」「時々かわしてい

る」と回答した人の割合は、92.9％となっています。 
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問 43 育児支援でこんなのがあったら良い(必要ではないか)と思うものを自由に記入してくだ

さい。 

 

【自由回答】 

◆ 身近な小児科 

◆ 産後ドゥーラ 

◆ 定期的な自宅への訪問。 

◆ 離乳食の進め方を詳しく教えてくれる場があると嬉しい。 

◆ 休日の一時預かり。佐世保等、港付近で一時預かり。 

◆ 子育て関係で総合的に案内できる窓口 

◆ 島外の通院に関してのサポート 

◆ 島外へ通院しなければならない時の船代の補助 

◆ 児童館 

◆ 第一子の子育ての方には、実際に一緒に作って食べさせる様な離乳食教室があった方が助かる

のではないかと思う。 

 

 
 

問 44 お子さんの発達（ことばや身体）について相談できる機会（相談会）が町内にあること

を知っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●お子さんの発達（ことばや身体）について相談できる機会（相談会）が町内にあることを知って

いますかとたずねたところ、「知っている」と回答した人の割合は、50.0％となっています。一方

で、「知らない」と回答した人の割合は 46.4％となっています。 

  

知っている

50.0%

知らない

46.4%

無回答

3.6%

計：28人



41 

ある

64.3%

ない

25.0%

無回答

10.7%

計：28人

聞いたことが

ある

96.4%

聞いたことがない

0.0%

無回答

3.6%

計：28人

 

問 45 お子さんの成長や発達について相談できる場所がありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●お子さんの成長や発達について相談できる場所がありますかとたずねたところ、「ある」と回答

した人の割合は、64.3％となっています。一方で、「ない」と回答した人の割合は 25.0％となって

います。 

 

 

 

問 46 発達障害という言葉を聞いたことがありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●発達障害という言葉を聞いたことがありますかとたずねたところ、「聞いたことがある」と回答

した人の割合は、96.4％となっています。 
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知っている

59.3%

知らない

37.0%

無回答

3.7%

計：27人

 

問 46-１ 問 46 で「１．聞いたことがある」と回答した方にうかがいます。 

発達障害の種類や具体的な対応方法を知っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●発達障害という言葉を聞いたことがある方に、発達障害の種類や具体的な対応方法を知っていま

すかとたずねたところ、「知っている」と回答した人の割合は、59.3％となっています。一方で、

「知らない」と回答した人の割合は 37.0％となっています。 
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67.9 

50.0 

35.7 

10.7 

7.1 

0.0 

0.0 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80%

父母ともに

こども園

主に母親

子育て広場(ぴよぴよ広場)

主に祖父母

主に父親

その他

無回答

計：28人

 

９．子どもの育ちをめぐる環境について  
 

問 47 お子さんの子育て（教育を含む）を主に行っている方はどなた（施設）ですか。お子さ

んからみた関係で当てはまるものをすべて選んでください。 

（第１子を妊娠中の場合は、生まれた後の状況を予想して回答してください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●お子さんの子育て（教育を含む）を主に行っている方はどなた（施設）ですかとたずねたところ、

「父母ともに」と回答した人が最も多く、67.9％となっています。次いで、「こども園」（50.0％）、

「主に母親」（35.7％）と続いています。 
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家庭

78.6%

地域

0.0%

こども園

7.1%

子育て広場

0.0%

その他

3.6%
無回答

10.7%

計：28人

42.9 

25.0 

21.4 

3.6 

28.6 

3.6 

0% 20% 40% 60%

緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族に

預かってもらえる

日常的に祖父母等の親族に預かってもらえる

緊急時もしくは用事の際には子どもを預けられる

友人・知人がいる

日常的に子どもを預けられる友人・知人がいる

いずれもない

無回答

計：28人

 

問 48 お子さんの子育て（教育を含む）に、もっとも影響すると思われる環境は何ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●お子さんの子育て（教育を含む）に、もっとも影響すると思われる環境は何ですかとたずねたと

ころ、「家庭」と回答した割合が最も高く、78.6％となっています。次いで、「こども園」（7.1％）

と続いています。 

 

 

問 49 日頃、お子さんを預かってもらえる親族・知人はいますか。当てはまるものをすべて選

んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●日頃、お子さんを預かってもらえる親族・知人はいますかとたずねたところ、「緊急時もしくは用

事の際には祖父母等の親族に預かってもらえる」と回答した人が最も多く、42.9％となっていま

す。一方で、「いずれもない」と回答した人が 28.6％となっています。  
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62.5 

37.5 

25.0 

25.0 

6.3 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

祖父母等の親族が子どもを預かることについては、

特に問題はない

自分たち親の立場として、負担をかけている

ことが心苦しい

祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である

祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が

大きく心配である

子どもの教育や発達にとってふさわしい

環境であるか、すこし不安がある

その他

無回答

計：16人

 

問 49-１ 問 49 で「１．日常的に祖父母等の親族に預かってもらえる」または「２．緊急時も

しくは用事の際には祖父母等の親族に預かってもらえる」を選んだ方にうかがいます。

祖父母等の親族に預かってもらっている状況について、当てはまるものをすべて選ん

でください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●日頃、お子さんを祖父母等の親族に預かってもらっている状況についてたずねたところ、「祖父

母等の親族が子どもを預かることについては、特に問題はない」と回答した人が最も多く、62.5％

となっています。次いで、「自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい」（37.5％）

と続いています。 
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33.3 

33.3 

33.3 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60%

友人・知人が子どもを預かることについては、

特に問題はない

友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく

心配である

自分たち親の立場として、負担をかけている

ことが心苦しい

子どもの教育や発達にとってふさわしい環境

であるか、すこし不安がある

友人・知人の身体的負担が大きく

心配である

その他

無回答

計：6人

60.7 

46.4 

3.6 

28.6 

0% 20% 40% 60% 80%

お子さんの身の回りの世話をしている方が、昼間み

る事ができないから

お子さんの教育や発達のため

その他

無回答

計：28人

 

問 49-２ 問 49 で「３．日常的に子どもを預けられる友人・知人がいる」または「４．緊急時

もしくは用事の際には子どもを預けられる友人・知人がいる」を選んだ方にうかがい

ます。友人・知人に預かってもらっている状況について、当てはまるものをすべて選

んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 50 小値賀こども園を利用されている方にうかがいます。 

こども園を利用されている主な理由として、当てはまるものをすべて選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●こども園を利用されている方に、利用されている主な理由についてたずねたところ、「お子さん

の身の回りの世話をしている方が、昼間みる事ができないから」と回答した人が最も多く、60.7％

となっています。次いで、「お子さんの教育や発達のため」（46.4％）と続いています。  
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あった

60.8%
なかった

7.1%

無回答

32.1%

計：28人

94.1 

35.3 

11.8 

11.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親が休んだ

父親が休んだ

（同居者を含む）親族・知人に預けた

就労していない保護者がみた

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

計：17人

 

問 51 小値賀こども園を利用されている方にうかがいます。 

お子さんの病気の際の対応について、この１年間に、お子さんが病気やケガで通常のこ

ども園利用が出来なかった事はありますか。あった場合は、この半年間に行った対処方

法として当てはまるものをすべて選び、それぞれの日数も数字でご記入ください（半日

程度の対応の場合も１日とカウントしてください）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【対処方法】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●この１年間に、お子さんが病気やケガで通常のこども園利用が出来なかった事はありますかとた

ずねたところ、60.8％が「あった」と回答しています。また、その際の対処方法をみると、「母親

が休んだ」と回答した人が最も多く、94.1％となっています。次いで、「父親が休んだ」（35.3％）

と続いています。  
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1日 2日 3日 4日 5～9日 10～14日 15～19日 20～29日 30日以上 無回答

父親が休んだ(計:6人) 33.3 50.0 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

母親が休んだ(計:16人) 18.8 6.3 18.8 6.3 12.5 25.0 0.0 12.5 0.0 0.0

（同居者を含む）

親族・知人に預けた(計:2人)
50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

就労していない保護者がみた

(計:2人)
50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

　　　　※有効回答項目のみ記載

1日 2日 3日 4日 5～9日 10～14日 15～19日 20～29日 30日以上 無回答

病児・病後児のための事業

(計:12人)
8.3 8.3 8.3 0.0 58.3 8.3 0.0 8.3 0.0 0.0

ファミリー・サポート・

センター(計:7人)
0.0 0.0 0.0 0.0 28.6 71.4 0.0 0.0 0.0 0.0

42.9 

25.0 

46.4 

0% 20% 40% 60% 80%

病児・病後児のための事業

ファミリー・サポート・センター

無回答

計：28人

 

【対処日数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

●お子さんが病気やケガで通常のこども園利用が出来なかった際の対処日数をみると、父親は「２

日」（50.0％）、母親は「10～14 日」（25.0％）と回答した割合が最も高くなっています。 

 

 

問 52 現在、小値賀町では実施していない事業の利用希望についてうかがいます。 

もしあれば、利用したい事業はありますか。当てはまるものをすべて選び、一年間のお

およその希望利用日数を記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年間利用希望日数】 

 

 

 

 

 
 

●小値賀町では実施していない事業の利用希望について、もしあれば、利用したい事業はあります

かとたずねたところ、「病児・病後児のための事業」が 42.9％、「ファミリー・サポート・センタ

ー」が 25.0％となっています。また、年間利用希望日数をみると、「病児・病後児のための事業」

では『5～9 日』（58.3％）、「ファミリー・サポート・センター」では『10～14 日』（71.4％）と回

答した割合が高くなっています。  
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利用している

39.3%

利用していない

57.1%

無回答

3.6%

計：28人

１ヶ月

当たり回数

全体

(計:11人)

1回 27.3

2回 0.0

3回 18.2

4回 9.1

5～9回 18.2

10～14回 18.2

15回以上 0.0

無回答 9.1

 

10．「ぴよぴよ広場」の利用ついて  
 

問 53 現在、小値賀町で実施されている、地域子育て支援拠点事業「子育て広場(ぴよぴよ広場)」

をどの程度利用されていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【１ヶ月当たり利用回数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●現在、小値賀町で実施されている、地域子育て支援拠点事業「子育て広場(ぴよぴよ広場)」をど

の程度利用されていますかとたずねたところ、「利用している」と回答した人の割合は、39.3％と

なっています。一方で、「利用していない」と回答した人の割合は 57.1％となっています。 

また、１ヶ月当たりの利用回数をみると「１回」（27.3％）と回答した割合が最も高くなっていま

す。 
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90.9 

90.9 

72.7 

72.7 

72.7 

54.5 

45.5 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもの遊び場となる

保護者同士の交流の機会になる

保護者の息抜きが出来る

子育ての情報収集が出来る

ぴよぴよ広場のイベントに参加できる

子どもの成長に良い影響があると思う

保護者が悩みを相談する事が出来る

その他

無回答

計：11人

 

問 53-１ 問 53 で「１．利用している」を選んだ方にお聞きします。利用した感想として、当

てはまるものをすべて選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「ぴよぴよ広場」を利用している人に、利用した感想をたずねたところ、「子どもの遊び場となる」

「保護者同士の交流の機会になる」と回答した人が最も多く、90.9％となっています。次いで、

「保護者の息抜きが出来る」「子育ての情報収集が出来る」「ぴよぴよ広場のイベントに参加でき

る」（72.7％）と続いています。 
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56.3 

25.0 

12.5 

12.5 

0.0 

6.3 

12.5 

0% 20% 40% 60% 80%

開催日、時間が合わない

子どもの年齢に合わない

ぴよぴよ広場が開催されている事を知らなかった

今後、利用してみようと思っている

内容に魅力を感じない

その他

無回答

計：16人

 

問 53-２ 問 53 で「２．利用していない」を選んだ方にうかがいます。その理由として当ては

まるものをすべて選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「ぴよぴよ広場」を利用していない人に、利用していない理由をたずねたところ、「開催日、時間

が合わない」と回答した人が最も多く、56.3％となっています。次いで、「子どもの年齢に合わな

い」（25.0％）、「ぴよぴよ広場が開催されている事を知らなかった」「今後、利用してみようと思

っている」（12.5％）と続いています。 

 

問 54 地域子育て支援拠点事業「ぴよぴよ広場」の活動に関して、今後取り組んで欲しい内容

などのお考えをお聞かせください。 

 

【自由回答】 

◆ 月火や土日も利用できるようになると助かる。 

◆ 土日のどちらかでもよいので広場を開けてほしい。 

◆ 月火曜日にも開催してほしい。各自、自由に子ども達が遊んでいるだけのことが多いので、簡

単な英語や日本語、数字など遊びながら学習できる環境もあって良いと思う。ふれあい教室で

行われている親子向けのミニ講座もあると嬉しい。ふれあい教室に都合が合わず、参加できな

い時も多いのでぴよぴよでも繰り返しやってほしい。 

◆ 土日の開設 

◆ 今は体操教室で関わっている立場ですが、ぴよぴよに通わせているときから、いつもスタッフ

さんが工夫してくださり、親も子も安心安全に過ごしているなと感じています。 

◆ クッキングなどあれば参加してみたい 
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92.9 

50.0 

14.3 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

放課後に子どもをみる事が出来る人が居ないため

子どもの教育や発達のため

その他

無回答

計：14人

 

11．「たのすくクラブ」の利用ついて 
 

■■■ 問 55～問 57 は小学生のご家庭への質問です 

 

問 55 お子さんは現在、小値賀町放課後児童クラブ「たのすくクラブ」を利用されていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●お子さんは現在、小値賀町放課後児童クラブ「たのすくクラブ」を利用されていますかとたずね

たところ、「利用している」と回答した人の割合は、51.9％となっています。一方で、「利用して

いない」と回答した人の割合は 48.1％となっています。 

 

問 55-１ 問 55 で「１．利用している」を選んだ方にうかがいます。平日に定期的に事業を利

用されている主な理由として、当てはまるものをすべて選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「たのすくクラブ」を利用している人に、平日に定期的に事業を利用されている主な理由をたず

ねたところ、「放課後に子どもをみる事が出来る人が居ないため」と回答した人が最も多く、

92.9％となっています。次いで、「子どもの教育や発達のため」（50.0％）と続いています。  

利用している

51.9%

利用していない

48.1%

無回答

0.0%

計：27人
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問 55-2 問 55 で「２．利用していない」を選んだ方にうかがいます。利用していない理由は何

ですか。理由としてもっとも当てはまるものを１つ選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「たのすくクラブ」を利用していない人に、利用していない理由をたずねたところ、「（子どもの

母親か父親が就労していないなどの理由で）利用する必要がない」と回答した人が最も多く、

53.8％となっています。次いで、「子どもの祖父母や親戚の人がみている」（23.1％）と続いてい

ます。 

 

  

53.8 

23.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

15.4 

7.7 

0% 20% 40% 60% 80%

（子どもの母親か父親が就労していないなどの

理由で）利用する必要がない

子どもの祖父母や親戚の人がみている

近所の人や父母の友人・知人がみている

利用したいが、経済的な理由で

事業を利用できない

利用したいが、時間帯の条件が合わない

利用したいが、事業の質や場所など、

納得できる事業がない

その他

無回答

計：13人



54 

92.6 

40.7 

29.6 

7.4 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よりみち塾に参加登録している

山学校に参加している

小値賀町少年少女合唱団に参加している

どの事業にも参加していない

無回答

計：27人

 

問 56 お子さんは現在、下記の事業に参加されていますか。当てはまるものをすべて選んでく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●お子さんが参加している事業をたずねたところ、「よりみち塾に参加登録している」と回答した

人が最も多く、92.6％となっています。次いで、「山学校に参加している」（40.7％）、「小値賀町

少年少女合唱団に参加している」（29.6％）と続いています。 
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32.0％ 44.0％ 24.0％

0.0％

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

計：25人

毎回参加している(週3～4回) 決まった活動内容の日だけ参加している

ほとんど参加していない その他

無回答

96.0 

28.0 

20.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもの意思

保護者の希望

子どもの教育や発達のため

社会体育等までの時間調整のため

授業参観後など保護者との

待ち合わせまでの時間調整のため

開催時間、日程が予定に合わないため

（習い事など）

その他

無回答

計：25人

 

問 56-１ 問 56 で「1．よりみち塾に参加登録している」を選んだ方にうかがいます。 

参加の頻度を１つ選んでください。また、利用している理由に当てはまるものをすべ

て選んでください。 

【参加の頻度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【利用している理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「よりみち塾に参加登録している」を選んだ方に、参加の頻度をたずねたところ、「決まった活動

内容の日だけ参加している」と回答した割合が最も高く、44.0％となっています。次いで、「毎回

参加している(週 3～4 回)」（32.0％）となっています。また、利用している理由をみると、「子ど

もの意思」と回答した割合が最も高く、96.0％となっています。次いで、「保護者の希望」（28.0％）、

「子どもの教育や発達のため」（20.0％）と続きます。  
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90.9 

27.3 

18.2 

0.0 

9.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもの意思

保護者の希望

子どもの教育や発達のため

その他

無回答

計：11人

81.8 

72.7 

72.7 

63.6 

54.5 

45.5 

0.0 

9.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

スポーツ大会

科学実験教室

工作教室

料理教室

昔の遊び体験

小値賀に関連した体験、または学習

その他

無回答

計：11人

 

問 56-２ 問 56 で「2.山学校に参加している」を選んだ方にうかがいます。 

参加の理由、および今後開催を希望する講座について、当てはまるものをすべて選ん

でください。 

【参加の理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【希望する講座】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「山学校に参加している」を選んだ方に、参加の理由をたずねたところ、「子どもの意思」と回答

した割合が最も高く、90.9％となっています。次いで、「保護者の希望」（27.3％）と続きます。

また、希望する講座について、「スポーツ大会」と回答した割合が最も高く、81.8％となっていま

す。次いで、「科学実験教室」「工作教室」（72.7％）、「料理教室」（63.6％）と続きます。  
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100.0％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

計：2人

（子どもの母親か父親が就労していないなどの理由で）利用する必要がない

子どもの放課後の過ごし方に不安がなく、利用する必要がない

子どもの祖父母や親戚の人がみている

近所の人や父母の友人・知人がみている

利用したいが、時間帯の条件が合わない

利用したいが、事業の質や場所、費用など、納得できる事業がない

子どもが、参加しなくても放課後の過ごし方に満足しているから

子どもが、事業の内容に魅力を感じていないから

その他

無回答

100.0 

37.5 

25.0 

25.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもの意思

子どもの教育や発達のため

保護者の希望

町内外の演奏会に参加できるため

その他

無回答

計：8人

 

問 56-３ 問 56 で「3.小値賀町少年少女合唱団に参加している」を選んだ方にうかがいます。 

参加の理由について、当てはまるものをすべて選んでください。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「小値賀町少年少女合唱団に参加している」を選んだ方に参加の理由をたずねたところ、全員が

「子どもの意思」（100.0％）と回答し、「子どもの教育や発達のため」（37.5％）と続いています。 

 
 

問 56-４ 問 56 で「４．どの事業にも参加していない」を選んだ方にうかがいます。 

参加していない理由は何ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

●「どの事業にも参加していない」を選んだ方にその理由をたずねたところ、「子どもの祖父母や親

戚の人がみている」（100.0％）と回答しています。  
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問 57 放課後児童クラブ、放課後子ども教室の事業に関して、ご意見や希望がございましたら、

自由にお書きください。 

 

【自由回答】 

◆ よりみち塾では様々企画頂いており、ありがたいです。 

◆ お金を出しているのだから、もう少し催し物等、企画、運営した方が良い。 

◆ カードを忘れた等にも臨機応変に対応して下さり感謝しています。 

◆ 自宅に帰っても遊び相手が周りにいないので、よりみち塾で友達と過ごしたり色んな経験をさ

せてもらえるのはありがたいと思っています。 
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